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１　用語解説
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ＡＩ（人工知能） Artifi cial Intelligenceの略で人工知能のこと。言語の理解や推論、
問題解決などの知的行動を人間に代わってコンピュータに行わ
せる技術のこと。

5

ALL　Kuki　 教 育改
革プロジェクト

久喜市教育振興基本計画を踏まえ、「子どもを育てるなら久喜市
で！教育するなら久喜の学校で！」を合言葉に、学校教育の重
点施策をまとめたもの。

60、68、
72

ＥＳＤ ＥＳＤは、Education for Sustainable Developmentの略で、「持
続可能な開発のための教育」と訳される。現代社会の問題を自
らの問題として主体的に捉え、人類が将来の世代にわたり恵み
豊かな生活を確保できるよう、身近なところから取り組むこと
で、問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもた
らし、持続可能な社会＊を実現していくことを目指して行う学習・
教育活動のこと。

5、11、
15、56

ＧＩＧＡスクール環境 GIGA スクール構想＊に基づき、クラウド＊活用を前提とした児
童生徒向け１人１台端末と高速大容量の通信ネットワークを一
体的に整備したもの。

96

ＧＩＧＡスクール構想 全国の小中高等学校などの教育現場で、児童生徒１人１台のコ
ンピュータと、学校の高速大容量通信ネットワークを一体的に
整備することで、ＩＣＴ＊端末を教育現場で日常的に活用できる
ようにする文部科学省の取組み。
※「GIGA」は、「Global and Innovation Gateway for All（す
べての児童・生徒のための世界につながる革新的な扉）」を意味
する。

2、14、
21、55、
76、123

ＩＣＴ Information and Communication Technology（インフォメー
ション　アンド　コミュニケーション　テクノロジー）の略。
情報通信技術。IT（Information Technology）は情報技術のこ
とだが、これに通信技術（Communication Technology）を加
えたもの。

5、9、
14、20、
21、25、
27、55、
56、57、
65、76、
77、78、
91

ＩＣＴ化 デジタル機器等の活用によって、人と人とのコミュニケーショ
ンを円滑にし、サービス向上を図っていくこと。

96

ＩＣＴ支援員 学校における教員のＩＣＴ＊活用をサポートすることにより、Ｉ
ＣＴ＊を活用した授業等を教員がスムーズに行うための支援員。

71

ＩоＴ
（Internet of Things）

「モノのインターネット」と訳され、あらゆるモノがインターネッ
トにつながっている状況、あるいはその技術を指す。例えば、
ＩоＴにより、家庭ではテレビやエアコンなどの家電製品がイ
ンターネットにつながることで外出先から操作が可能となった。

5

本計画中「＊」で記した用語の解説を掲載しています。
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ＰＤＣＡサイクル Plan（計画）→Do（実施）→Check（評価）→Action（改善）
の４段階を繰り返すマネジメントサイクルのこと。

100

ＳＤＧｓ（持続可能
な開発目標）

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略で、
平成 27（2015）年９月の国連サミットにおいて、世界 150か
国を超える加盟国首脳参加のもと、全会一致で採択された「持
続可能な開発のための 2030 アジェンダ（行動計画）」に掲げら
れた 2030 年を達成年限とする国際社会全体の目標。17のゴー
ル（目標）と 169 のターゲットから構成され、世界の様々な問
題を経済面、社会面、環境面の３つの側面から捉え、総合的に
解決しながら、地球上の「誰一人取り残さない」持続可能でよ
りよい社会の実現を目指す。

2、5、
11、15、
17、36、
37、43、
48、54、
56、60、
68、72、
75、80、
84、91、
94、98

ＳＮＳ Social Networking Service（ソーシャル　ネットワーキング　
サービス）の略。インターネット上でコミュニティを作り、人
間関係の構築を促進するサービス。

16、27、
31、65、
68、86、
87、95

ＳＴＥＡＭ Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学）、
Arts（芸術、人文科学等）、Mathematics（数学）の頭文字をとっ
た理数教育と創造性教育を一体として捉えた教育。実社会での
問題発見・解決に生かしていく教科横断的な学習を行う。

5、14、
17、36、
55、56、
57、58

あ アクティブラーニング 教員による一方的な講義形式の教育とは異なり、学習者の能動
的な学習への参加を取り入れた教授・学習法の総称。

5

新しい生活様式 新型コロナウイルス感染症対策を日常生活に取り入れた生活様
式のこと。新型コロナウイルスの感染拡大を長期的に防ぐため
には、飛沫感染や接触感染、更には近距離での会話への対策を、
これまで以上に日常生活に定着させ、継続させなければならな
い。

81

い 生きる力 学校教育において、子どもたちに身に付けさせたい、「知・徳・
体（確かな学力、豊かな人間性、健康・体力）」のバランスのと
れた力の総称。

12、14、
34、53

イングリッシュ・キャ
ンプ

外国人指導助手とオンライン＊でコミュニケーションを図り、英
語に対する興味・関心を高め、グローバル化に対応した国際人
として社会に貢献できる力を備えた人材の育成を目的とした取
組み。

59

インクルーシブ教育 障がいのある者と障がいのない者がともに学ぶ仕組みであり、障
がいのある者が一般的な教育制度から排除されないこと、自己
の生活する地域において初等中等教育の機会が与えられること、
個人に必要な合理的配慮が提供されること等が必要とされてい
る。

18、62、
67

インターネット利用
端末

図書館利用者が、情報検索、有料データベース（新聞、法律、官報）、
久喜市電子図書館＊、国立国会図書館オンライン＊サービス等を
利用するためのインターネット利用端末。

86
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お 大型提示装置 電子黒板機能をはじめ、大型ディスプレイやプロジェクターな
ど、デジタルコンテンツを大きく映す機能をもった機器。

76、78

オンライン パソコンやスマートフォン等で、インターネットなどのネット
ワークに接続している状況。

14、15、
18、27、
28、31、
32、55、
59、86、
93

オンライン＊教育 時間や距離に制約されず、パソコン等の端末を活用し、インター
ネット回線を介して遠隔授業を行う教育の形態。

57

か 外国語指導助手 小・中学校において、英語教育や国際理解教育に関して、児童
生徒に指導する外国人講師。

59

外部指導者 中学校の部活動において、主に実技指導を補完し、顧問の教員
と連携・協力する地域住民や保護者、学生等の指導者。

13

学習指導要領 全国で一定の教育水準を確保するために、文部科学大臣が公示
した教育課程の基準。

2 、 4 、
56

仮想空間 コンピュータネットワーク上の仮想的な空間や、コンピュータ
が作り出した人工的な環境。

55

学校ＩＣＴ＊ コンピュータ室、普通教室及び特別教室等で活用する教育用コ
ンピュータやタブレット端末等のハードウエア、パワーポイン
トやデジタル教科書等のソフトウエア、プロジェクターや印刷
機等の周辺機器、インターネット環境等を指す。

76、77、
78

学校運営協議会 保護者や地域住民等から構成され、学校運営の基本方針を承認
し、教育活動等について意見を述べ、地域とともにある学校づ
くりを推進する機関。本市では、平成 29（2017）年４月から
市内すべての小・中学校に学校運営協議会を設置し、コミュニ
ティ・スクール＊に移行した。

19、69、
70

学校応援団 学校における学習活動、安全・安心確保、環境整備等について、
ボランティアとして協力・支援を行う保護者・地域住民による
活動組織。

19、69、
70

学校図書館図書標準 学校図書館の図書整備を図る際の目標として国が設定したもの。 20、76、
78

学校給食衛生管理基準 文部科学省が策定した学校給食における施設、設備、調理等の
衛生管理に関する基準。

20、81、
83

学校ファーム 児童生徒が農業体験活動を通して、生命や自然、環境や食物等
に対する理解を深めるとともに、情操や生きる力＊を身に付ける
ため、学校単位に設置する農園。

82

学校への団体貸出 学校図書館（室）を補完するために、市内の図書館資料を貸出
期間や貸出可能な冊数を特別に定めて貸出しする。学級文庫や
調べ学習等に利用。

26
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か 学校訪問事業 子どもたちに良質な図書と出会う機会を提供するため、学校へ
訪問し、おはなし会やブックトーク等を実施。また、読書通帳
やおすすめの図書リスト等を配布。

26

学校保健委員会 各学校で、教職員、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、保護者
代表及び地域の保健関係機関の代表等により構成され、学校に
おける健康課題を研究協議し、学校における健康教育を推進す
るための組織。

18、81

家庭教育学級 小・中学校のPTA及び幼稚園、保育園の保護者会が行う、子育
ての悩みや親子の関わり方等について、仲間とともに話し合え
る機会を提供し、補助金を交付している。

13、24、
87、88、

環境の構成（幼児教
育）

幼児と人やものとの関わりが重要であることを踏まえ、教材を
工夫するなどの方法により、様々な事物や生き物、自然現象、
幼稚園での人間関係などについて、幼稚園教師が幼児の発達や
活動にとって適切な環境を計画的に構成すること。

50、52

き 義務教育学校 学校教育法の改正により、平成 28（2016）年から制度化され
た小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う新たな学校
の種類。学校教育制度の多様化及び弾力化を推進するために創
設された。

59、77

キャリア教育 学校教育と職業生活の円滑な接続を図るため、望ましい職業観・
勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに、
自己の個性を理解し、主体的に進路を選択する能力・態度を育
てる教育。

56、61、
62、65

キャリアステージ 勤務年数に応じて分けられた大まかなレベルのこと。 69、71

狭隘化
（きょうあいか）

面積などが狭くゆとりがないこと。 87

教育活動看護支援員 小・中学校に在籍する医療的ケアが必要な児童生徒の医療的な
看護及び生活支援を行う支援員。

67

教育活動支援員 小・中学校に在籍する要支援児童生徒の生活支援を行う支援員。 17、67

教育活動指導員 教員免許状を有し、小・中学校に在籍する要支援児童生徒の学
習及び生活支援を行う指導員。

17、67

教育支援センター
R4までの名称
「適応指導教室」

不登校児童生徒の学校復帰に向けた指導・支援を行う教室。児
童や生徒の在籍校と連携しながら、通級する児童生徒の自立を
目指す。なお、令和 5（2023）年度より、これまでの「適応指
導教室」から「教育支援センター」に名称を変更。

16、65

教育集会所 人権教育及び人権啓発の推進のために設置する集会施設。 22、45、
47

教育相談員 小・中学校において、市教育委員会及び校長の指示のもと、い
じめ・不登校その他児童生徒がもつ悩みについて児童生徒や保
護者の相談に応じるため配置された相談員。

16、66
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護者の相談に応じるため配置された相談員。

16、66
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き 教育相談室 児童生徒や保護者を対象に各種相談を受けるために各学校に設
置された相談室。

17

教職員評価システム 教職員が設定した目標の達成状況（実績）や職務遂行の過程で
発揮された能力及び執務姿勢（行動プロセス）を総合的に評価
する人事評価制度とその評価結果の活用までを含めた教職員の
資質・能力の向上を図り、児童生徒の健やかな成長を目指す総
合的なシステム。

19

協働的な学び 探究的な学習や体験活動などを通じ、子ども同士や地域の方々
をはじめとする多様な他者を尊重し、協働しながら様々な社会
的な変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手＊となるために必
要な資質・能力を育成する学び。

35、58

く 久喜市ＳＤＧｓ＊取組
方針

久喜市が、国際社会の一員としてＳＤＧｓ達成に寄与するため、
どのようにＳＤＧｓに取り組むのかを定めた基本的な方針。市
内外に広く周知することで、市と市に関わるすべてのステーク
ホルダー＊のＳＤＧｓに対する意識・関心を高めるとともに、
ＳＤＧｓの理念に基づく持続可能なまちづくりを協働で推進す
ることを目的として策定。

5、11

久喜市学校図書館用
図書の更新に関する
指標

学校図書館における図書資料の廃棄、選定、購入及び整備の指
標を定めたもの。

78

久喜市教育振興基本
計画実施計画

本計画に掲載の各種施策を計画的に実施し、策定した基本目標
を確実に達成していくため、各年度における具体的取組み内容
を明確に示した単年度の計画。

3、100

久喜市教育大綱 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、久喜市総
合教育会議＊において、市長と市教育委員会が協議・調整のうえ、
市長が定める教育の目標や施策の基本的な方針。

3

久喜市共同オンライ
ン＊分教室

中学校に登校することが難しい生徒に対し、インターネット回
線を使用し、同時双方向型の授業を行う仮想教室。

65

久喜市健康増進・食
育推進計画

「自分の健康は自分でつくり、守る」ことを基本に、すべての市
民が健康で元気に暮らせることを目指した健康づくりや食育推
進の目標と、その実現のための方策を定めた計画。

84

久喜市公共施設個別
施設計画（学校施設
編）

久喜市公共施設等総合管理計画＊に基づき、学校施設を将来にわ
たり安心安全に使い続けるため、今後の維持保全等の方向性な
どの具体的な方針を定めた計画。

80

久喜市公共施設等総
合管理計画

市が管理する公共建築物やインフラ資産の更新・統廃合・長寿
命化など、公共施設等の管理に関する基本的な考え方を示した
計画。

80

久喜市子ども読書活
動推進計画

子どもの自主的な読書活動を支援し、その環境の整備を図るこ
とを目的とした計画。

25
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く 久喜市生涯学習推進
計画（久喜市まなび
すとプラン）

生涯学習の推進について、その基本的な施策及び目標を明らか
にし、計画的、体系的に推進するため策定する計画。

44、48、
91、94

久喜市ステップアッ
プテスト

児童生徒の「学力の現在地」を図り、より一人ひとりに応じた
指導や支援を行えるようにするために、毎月実施している市独
自の学力調査。

56

久喜市スポーツ推進
計画

スポーツ基本法に基づき、市のスポーツを体系的・計画的に推
進するために策定した計画。

84

久喜市総合教育会議 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、市民の代表
者であり、予算編成執行権及び議会への条例提案権を有する市
長と、教育行政の執行機関である市教育委員会の連携を強化し、
両者が教育政策の方向性を共有して事務を執行するため、市長
主宰により設置される会議。

100

久喜市版未来の教室 国のGIGA スクール構想＊を踏まえ、仮想空間＊と現実空間を高
度に融合させ、ＩＣＴ＊を積極的に取り入れた久喜市で実現する
教室の姿。

14、17、
35、36、
55、57、
76、123

久喜市版未来の教室＊

４＋１のコンセプト
久喜市で実現すべき学校の姿となる４＋１のコンセプト。
①時間・距離に制約されないオンライン教育＊の実施
②客観的・継続的データに基づく個別最適な学び＊を提供
③汎用的な能力＊を養うＳＴＥＡＭ＊化された学びを提供
④統合型アプリケーションによる校務の効率化を実現
⑤＋ 1…ＩＣＴ＊を使いこなしつつ、人間教師のよさを生かした
学びのコーディネーターたる教師を育成

60

久喜市美術展 文化芸術振興の発展を目的に、市民及び文化団体の成果発表の
場の提供と鑑賞の機会として開催する美術展。

28、93

久喜市立小・中学校
大型提示装置＊整備計
画

文部科学省が提唱するＩＣＴ＊環境の整備方針に係る目標水準を
達成するため、久喜市立小・中学校に大型提示装置＊の整備をす
るための計画。

80

久喜市立小・中学校
学区等審議会

市内小・中学校の適正な配置及び学区等について審議するため
に設置した附属機関。市民、ＰＴＡ、学校の代表者等から組織
される。

77

久喜市立小・中学校
の適正規模・適正配
置に関する基本方針

市内小・中学校の適正規模・適正配置の基準や学校の統合等の
検討の基準等を示した方針。

77、80

久喜市立図書館サー
ビス基本計画

図書館のサービス向上を総合的かつ計画的に推進するため、図
書館のあり方や方向性を示した計画。

25
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く 久喜市生涯学習推進
計画（久喜市まなび
すとプラン）

生涯学習の推進について、その基本的な施策及び目標を明らか
にし、計画的、体系的に推進するため策定する計画。

44、48、
91、94

久喜市ステップアッ
プテスト

児童生徒の「学力の現在地」を図り、より一人ひとりに応じた
指導や支援を行えるようにするために、毎月実施している市独
自の学力調査。

56

久喜市スポーツ推進
計画

スポーツ基本法に基づき、市のスポーツを体系的・計画的に推
進するために策定した計画。

84

久喜市総合教育会議 地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、市民の代表
者であり、予算編成執行権及び議会への条例提案権を有する市
長と、教育行政の執行機関である市教育委員会の連携を強化し、
両者が教育政策の方向性を共有して事務を執行するため、市長
主宰により設置される会議。

100

久喜市版未来の教室 国のGIGA スクール構想＊を踏まえ、仮想空間＊と現実空間を高
度に融合させ、ＩＣＴ＊を積極的に取り入れた久喜市で実現する
教室の姿。

14、17、
35、36、
55、57、
76、123

久喜市版未来の教室＊

４＋１のコンセプト
久喜市で実現すべき学校の姿となる４＋１のコンセプト。
①時間・距離に制約されないオンライン教育＊の実施
②客観的・継続的データに基づく個別最適な学び＊を提供
③汎用的な能力＊を養うＳＴＥＡＭ＊化された学びを提供
④統合型アプリケーションによる校務の効率化を実現
⑤＋ 1…ＩＣＴ＊を使いこなしつつ、人間教師のよさを生かした
学びのコーディネーターたる教師を育成

60

久喜市美術展 文化芸術振興の発展を目的に、市民及び文化団体の成果発表の
場の提供と鑑賞の機会として開催する美術展。

28、93

久喜市立小・中学校
大型提示装置＊整備計
画

文部科学省が提唱するＩＣＴ＊環境の整備方針に係る目標水準を
達成するため、久喜市立小・中学校に大型提示装置＊の整備をす
るための計画。

80

久喜市立小・中学校
学区等審議会

市内小・中学校の適正な配置及び学区等について審議するため
に設置した附属機関。市民、ＰＴＡ、学校の代表者等から組織
される。

77

久喜市立小・中学校
の適正規模・適正配
置に関する基本方針

市内小・中学校の適正規模・適正配置の基準や学校の統合等の
検討の基準等を示した方針。

77、80

久喜市立図書館サー
ビス基本計画

図書館のサービス向上を総合的かつ計画的に推進するため、図
書館のあり方や方向性を示した計画。

25
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く 久喜市立図書館の基
本的運営方針

「久喜市図書館サービス基本計画＊」及び「久喜市子ども読書活
動推進計画＊」の 2つの計画を一本化し、指定管理者の豊富なノ
ウハウを生かした図書館運営を行う際に指針とすることができ
るよう新たに策定した。

25、91

久喜の子ども、５つ
の誓い

「一読、十笑、百吸、千字、万歩」の実践を通して総合的な人間
力の育成を目指すため、市独自に５つの誓いとして制定したも
の。

15、18、
61、62

くき本樹塾 中学生を対象に、地域人材を支援員として活用した無料の放課
後学習支援。個のつまずきに対応した学習支援を実施。

56、69、
70

クラウド ユーザーがＩＴインフラ（サーバー、ストレージ、ネットワー
ク等）やソフトウエアを持たなくても、インターネットを通じて、
アプリケーションを必要な分だけ利用できる。

71、78

クラウド＊・バイ・
デフォルトの原則

システム構築する際、クラウド＊サービスの利用を第一候補とし
て考える方針。

71

け 研究委嘱 今日的な教育課題に対応した研究課題を設定し、市教育委員会
から委嘱を受けた研究委嘱校の研究成果等を全市で共有して、
それを各校の取組みに生かす。

56

兼務発令 教職員（教諭、養護教諭、栄養教諭、事務職員）が、本務校（所属校）
から同市町村或いは隣接市町村にある小・中学校の他校で兼務
する。本務校からの具申、市町村教育委員会からの内申をもっ
て、県教育委員会が兼務の発令を行っている。兼務発令により、
教諭等による同一校種或いは他校種での授業が可能となるほか、
事務の共同実施等を行うことができる。

59

こ コア研修 教職員のキャリア段階に応じたスキルアップを図るための研修。 20

公式ＳＮＳ＊ 久喜市公式ツイッター、久喜市公式フェイスブックページ及び
久喜市公式 LINE。

27、86、
87、94

公民館運営委員 各公民館で実施する公民館事業の企画運営に参画し、地域に密
着した事業を行う等、公民館事業の運営を支援する委員。
公民館をコミュニティセンターに転用後の令和 5（2023）年度
からは、「公民館事業運営委員」に職名を変更し、これまでと同
様の業務を行う。

86

高齢者大学 高齢者に対し、実生活に即した教養の向上を図り、趣味活動や
社会参加による生きがいを高めることを目的に開設した４年制
の大学。

25、26、
27、86、
87、88、
89

子育て講座 各小学校の就学時健康診断の開催日に、家庭教育アドバイザー
等により、保護者を対象に実施する子育てに必要な知識やスキ
ルを学ぶ講座。

24、87、
88

子ども大学くき 市内の小学生を対象に、大学教授や地域の専門家が楽しくわか
りやすい学びの機会を提供する。

24、86、
88
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こ 個別最適な学び 教員が児童生徒の個別の状況を把握して学習指導・支援をする
とともに、児童生徒が自らの理解度や興味・関心に基づいて学
習を行っていく学び。

9、14、
17、35、
36、55、
56、57、
125

コミュニティ・スクール 学校運営協議会＊が設置された学校。本市では、平成 29（2017）
年４月から市内すべての小・中学校に学校運営協議会＊を設置し、
コミュニティ・スクールに移行した。

17、19、
21、65、
69

さ 災害図上訓練ＤＩＧ 大きな地図をみんなで囲み、経験したことのない大きな災害を
イメージして地域の課題を発見し、災害対応や事前の対策など
を検討するための手法の一つ。

17、73、
75

再生可能エネルギー
設備

再生可能エネルギーは、有限な資源の石油・石炭などの化石燃
料や原子力に対して、自然環境の中で繰り返し起こる現象から
取り出すエネルギーのこと。特徴は、「枯渇しない」「どこにで
も存在する」「CO₂ を排出しない（増加させない）」ことであり、
学校施設のおいては、大規模改造工事の際に太陽光発電システ
ムを設置している。

77、79

埼玉県学力・学習状
況調査

埼玉県が小学４・５・６年生を対象に、国語、算数、中学１・２・
３年生を対象に、国語、数学、英語について調査するもの。学
習に対する興味関心等の状況を調べ、課題を明らかにして学習
指導の改善を図る。

9、14、
15、16、
55、56、
57、67

し 支援籍学習 障がいのある児童生徒が必要な学習活動を行うために、在籍す
る学校または学級以外に学籍を置き、より適切な教育的支援を
行う、埼玉県独自の制度。

17

持続可能な社会 「環境」「経済」「人間社会」のバランスが取れた社会。すなわち、
有限な地球環境の中で、環境負荷を最小にとどめ、資源の循環
を図りながら、地球生態系を維持できる社会のこと。

11

持続可能な社会＊の創
り手

持続可能な社会＊づくりのための課題解決に必要な「７つの能力・
態度」を備えた人材
１、批判的に考える力
２、未来像を予測し計画を立てる力
３、多面的・総合的に考える力
４、コミュニケーションを行う力
５、他者と協力する力
６、つながりを尊重する態度
７、進んで参加する態度

5、11、
14、17、
34、35、
36、38、
55、56、
57

指定管理者制度 公の施設の管理に民間の能力や創意工夫を取り入れることによ
り、利用者サービスの向上と効率的な管理運営を行うことを目
的に創設された制度。

10、25、
27、30、
86、87

市民芸術祭 市内で活動する文化芸術団体が、文化芸術を発表する場と鑑賞
する機会として開催する芸術祭。

28、93
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こ 個別最適な学び 教員が児童生徒の個別の状況を把握して学習指導・支援をする
とともに、児童生徒が自らの理解度や興味・関心に基づいて学
習を行っていく学び。

9、14、
17、35、
36、55、
56、57、
125

コミュニティ・スクール 学校運営協議会＊が設置された学校。本市では、平成 29（2017）
年４月から市内すべての小・中学校に学校運営協議会＊を設置し、
コミュニティ・スクールに移行した。

17、19、
21、65、
69

さ 災害図上訓練ＤＩＧ 大きな地図をみんなで囲み、経験したことのない大きな災害を
イメージして地域の課題を発見し、災害対応や事前の対策など
を検討するための手法の一つ。

17、73、
75

再生可能エネルギー
設備

再生可能エネルギーは、有限な資源の石油・石炭などの化石燃
料や原子力に対して、自然環境の中で繰り返し起こる現象から
取り出すエネルギーのこと。特徴は、「枯渇しない」「どこにで
も存在する」「CO₂ を排出しない（増加させない）」ことであり、
学校施設のおいては、大規模改造工事の際に太陽光発電システ
ムを設置している。

77、79

埼玉県学力・学習状
況調査

埼玉県が小学４・５・６年生を対象に、国語、算数、中学１・２・
３年生を対象に、国語、数学、英語について調査するもの。学
習に対する興味関心等の状況を調べ、課題を明らかにして学習
指導の改善を図る。

9、14、
15、16、
55、56、
57、67

し 支援籍学習 障がいのある児童生徒が必要な学習活動を行うために、在籍す
る学校または学級以外に学籍を置き、より適切な教育的支援を
行う、埼玉県独自の制度。

17

持続可能な社会 「環境」「経済」「人間社会」のバランスが取れた社会。すなわち、
有限な地球環境の中で、環境負荷を最小にとどめ、資源の循環
を図りながら、地球生態系を維持できる社会のこと。

11

持続可能な社会＊の創
り手

持続可能な社会＊づくりのための課題解決に必要な「７つの能力・
態度」を備えた人材
１、批判的に考える力
２、未来像を予測し計画を立てる力
３、多面的・総合的に考える力
４、コミュニケーションを行う力
５、他者と協力する力
６、つながりを尊重する態度
７、進んで参加する態度

5、11、
14、17、
34、35、
36、38、
55、56、
57

指定管理者制度 公の施設の管理に民間の能力や創意工夫を取り入れることによ
り、利用者サービスの向上と効率的な管理運営を行うことを目
的に創設された制度。

10、25、
27、30、
86、87

市民芸術祭 市内で活動する文化芸術団体が、文化芸術を発表する場と鑑賞
する機会として開催する芸術祭。

28、93
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用語 説明 ページ

し 市民大学 生涯学習活動やボランティア活動を通じて、地域づくりの担い
手及び指導者・リーダーとなる人を育てることを目的に開設し
た 2年制の大学。大学院（１年）を併設。

25、26、
27、86、
87、88、
89

社会体験チャレンジ
事業

「キャリア教育＊」の一環として、職場での体験活動を通して、
多くの人々とふれあい、豊かな感性や社会性、自律心を養い、
豊かに生きる力＊を育むことをねらいとした社会体験活動。

16、61

社会に開かれた教育
課程

よりよい学校教育を通してよりよい社会を創るという目標を社
会全体で共有し、保護者や地域と連携・協働しながら子どもた
ちを育てること。

17、69

社会保障費 医療・介護の自己負担以外の給付額や年金の受給額など、社会
保障制度によって国や地方公共団体から国民に給付される金銭・
サービスの年間合計額。

4

主権者教育 主権者として社会の中で自立し、他者と連携・協働しながら、
社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一人とし
て主体的に担うことができる力を育む教育。

56

主体的・対話的で深
い学び

学ぶことに自ら興味関心をもち、他者との協働や対話等を手掛
かりに自分の考えを広げ、習得・活用・探求活動を通して、学
びを深めること。

15、56

省エネルギー機器 従来の機器と比較し、省エネルギー性能に優れ、CO₂ 削減に役
立つ機器全般を指す。学校施設においては、LED照明設備等を
導入している。

77、79

生涯学習研修大会（ま
なびすとフォーラム）

様々な生涯学習に取り組んでいる市民が一堂に会し、テ－マを
設定し、グループ討議、発表を行うもの。

23、87、
88

生涯学習施設（まな
びすポッと）

市民大学＊や高齢者大学＊、生涯学習推進部＊の活動拠点。施設の
愛称は「まなびすポッと」。

23、24、
27、87

生涯学習人材バンク 生涯学習に関する豊富な経験や資格を持つ個人や団体の人材情
報を「人材バンク」に登録し、市民が生涯学習を始めるときの
情報提供をする仕組み。

23、27、
86、87、
88

生涯学習推進大会（ま
なびすと久喜）

生涯学習推進大会のスロ－ガンのもと、生涯学習に関わる市民
が学習成果の発表等を行うもの。

23、87、
88、89

生涯学習推進部 生涯学習推進会議が策定した基本的な指針の実現に向けて、市
民の手による生涯学習を推進する組織。

27、87

生涯学習だより（ま
なびすと久喜）

生涯学習の情報を発信するための広報紙で年２回発行している。 23

生涯学習出前講座 生涯学習に対する市民の積極的な取組みを促進するため、市職
員の専門的な知識や技能を生かし、市民の主催する学習機会等
に市職員等を派遣する制度。

27、86、
87、88
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用語 説明 ページ

し 小学校安全監視員 児童の安全確保を目的として、小学校への不審者の侵入を警戒
するとともに、事故発生の際の迅速かつ適切な処置を行うため
各小学校に配置する監視員。

19、73

情報セキュリティ 情報の機密性、完全性及び可用性を維持すること。アンチウィ
ルスソフトでコンピュータを守ったり、情報の持ち出しを制限・
管理したりして、個人情報が流出することを防ぐこと。

21

情報モラル 情報社会において、適正な活動を行うための基になる考え方と
態度。

57、68

除籍 所蔵登録された図書資料のうち、紛失、破損、複本の存在、そ
の他資料の内容上から見て、所蔵として不要と判断されたもの
を、手続きをしたうえで登録からその籍を除くこと。

87

書籍消毒機 本を開いた状態で紫外線を照射し除菌するとともに、本に風を
あてページ間に挟まったほこりや髪の毛などを取る機械。

25

人権感覚育成プログ
ラム

児童生徒の人権感覚を育むための体験活動や参加型体験型の活
動を取り入れた人権教育の学習プログラム。

16、18、
45、46、
63

人権教育教職員啓発
資料「あおぞら」

教職員の人権意識を更に高めるため、人権に関する学校の取組
みや人権意識を高める資料を紹介するために発行する啓発資料。

46、64

人権の世紀 21世紀は、世界各地において、地球規模での環境問題や経済格
差の問題等も含めた人権に関する諸問題を解決し、すべての人
の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現
が求められていることから、「人権の世紀」と言われている。

42

人権文集「えがお」 市内小・中学校児童生徒の人権に関する優れた作文を編集し、
毎年発行しているもの。

16、21、
45、46、
63

人生 100年時代 多くの人が100年以上生きることが当たり前となる時代のこと。
ある海外の研究では、平成 19（2007）年に日本で生まれた子
どもの半数が 107歳より長く生きると推計されている。

34

新体力テスト 文部科学省が国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとと
もに、体育・スポーツの指導と行政上の基礎資料を得ることを
目的に、毎年実施されている調査。

15、81、
82

心理専門員 心理学の専門的な知識や技術を用いて、適切な指導及び助言並
びに必要な支援を行う心の専門家。

16、18、
66、67

す 吹奏楽フェスティバル 埼玉県芸術文化祭地域文化事業として、県との共催により開催。
市内中学校、高等学校の吹奏楽部や社会人吹奏楽団等が出演す
る演奏会。

28、93
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用語 説明 ページ

し 小学校安全監視員 児童の安全確保を目的として、小学校への不審者の侵入を警戒
するとともに、事故発生の際の迅速かつ適切な処置を行うため
各小学校に配置する監視員。

19、73

情報セキュリティ 情報の機密性、完全性及び可用性を維持すること。アンチウィ
ルスソフトでコンピュータを守ったり、情報の持ち出しを制限・
管理したりして、個人情報が流出することを防ぐこと。

21

情報モラル 情報社会において、適正な活動を行うための基になる考え方と
態度。

57、68

除籍 所蔵登録された図書資料のうち、紛失、破損、複本の存在、そ
の他資料の内容上から見て、所蔵として不要と判断されたもの
を、手続きをしたうえで登録からその籍を除くこと。

87

書籍消毒機 本を開いた状態で紫外線を照射し除菌するとともに、本に風を
あてページ間に挟まったほこりや髪の毛などを取る機械。

25

人権感覚育成プログ
ラム

児童生徒の人権感覚を育むための体験活動や参加型体験型の活
動を取り入れた人権教育の学習プログラム。

16、18、
45、46、
63

人権教育教職員啓発
資料「あおぞら」

教職員の人権意識を更に高めるため、人権に関する学校の取組
みや人権意識を高める資料を紹介するために発行する啓発資料。

46、64

人権の世紀 21世紀は、世界各地において、地球規模での環境問題や経済格
差の問題等も含めた人権に関する諸問題を解決し、すべての人
の人権が尊重され、相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現
が求められていることから、「人権の世紀」と言われている。

42

人権文集「えがお」 市内小・中学校児童生徒の人権に関する優れた作文を編集し、
毎年発行しているもの。

16、21、
45、46、
63

人生 100年時代 多くの人が100年以上生きることが当たり前となる時代のこと。
ある海外の研究では、平成 19（2007）年に日本で生まれた子
どもの半数が 107歳より長く生きると推計されている。

34

新体力テスト 文部科学省が国民の体力・運動能力の現状を明らかにするとと
もに、体育・スポーツの指導と行政上の基礎資料を得ることを
目的に、毎年実施されている調査。

15、81、
82

心理専門員 心理学の専門的な知識や技術を用いて、適切な指導及び助言並
びに必要な支援を行う心の専門家。

16、18、
66、67

す 吹奏楽フェスティバル 埼玉県芸術文化祭地域文化事業として、県との共催により開催。
市内中学校、高等学校の吹奏楽部や社会人吹奏楽団等が出演す
る演奏会。

28、93
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用語 説明 ページ

す スクールカウンセラー 臨床心理士、精神科医、心理学系の大学の常勤教員等、臨床心
理に関し高度に専門的な知識・経験を有する者。いじめや不登
校等の未然防止や早期発見・早期解決を図るため、児童生徒へ
のカウンセリングや保護者、教員への助言・援助を行う者。

16、18、
66、71

スクール・サポート・
スタッフ

教員が児童生徒への指導や教材研究等に一層注力できるよう、教
員が行う業務のうち専門的な知識や技能を要しない業務（学習
プリント等の印刷、校内の消毒作業等）を行うスタッフ。法改
正に伴い、学校教育法施行規則において「教員業務支援員」と
明記された。

71

スクールソーシャル
ワーカー

教育と福祉の両面に関して、専門的な知識・技術を有し、学校
と家庭と福祉関係機関との連携を図る者。

16、18、
66、67、
71

スタンダード研修 すべての教職員が必ず参加し、スキルアップを図るための研修。 20

ステークホルダー 市民、企業、行政、学校、家庭、市民団体などの直接的・間接
的な利害関係を有する者のこと。

11

スポーツ推進委員 市のスポーツ推進のため、市民に対してスポーツの事業に係る
連絡調整、スポーツ実技の指導、その他スポーツ推進のための
指導・助言を行う者。

31

せ 性的少数者 身体の性別と性自認（性別に関する自己意識のこと）が一致し
ない人や、性的指向が同性や両方の性に向かう人などのことで、
性的マイノリティとも言う。

45

生徒指導推進委員会 児童生徒の健全育成を期するため、青少年の非行防止や補導等
の生徒指導上の問題を解決することを目指す委員会。各小・中
学校に設置されている。

65

全国学力・学習状況
調査

文部科学省が実施している小学校６年生・中学校３年生を対象
にした、学力と生活・意識等に関する全国調査。学力を問う問
題だけでなく、児童生徒の学習・生活環境のアンケート調査も
行う。

14、15、
46、55、
56、58、
60、62、
63、64、
65、66、
70、71

そ 総合型地域スポーツ
クラブ

幅広い世代の人々が、各自の興味・関心・レベルに合わせて様々
なスポーツに触れる機会を提供する、地域住民が主体的に運営
する地域密着型のスポーツクラブ。

32

た 第２次久喜市総合
振興計画

将来へ向けたまちづくりの指針として策定した市の最上位計画。 2、3、
11、34、
57、62、
84、89、
91

体力向上推進委員会 児童生徒の健全育成を期するため、児童生徒の体力の向上を推
進することを目指した組織。

15、82
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用語 説明 ページ

た 託児サービス 幼児を預けること。図書館利用者向けに無料託児サービスを開
始したが、令和４年５月に新しい生活様式にそってサービス内
容を見直し、育児コンシェルジュ（保育士）による子育て支援サー
ビスに変更した。育児関連資料や子ども向けの本の紹介、選び
方の相談に応じる。

25

ち 地域学校協働活動 幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや
成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指し
て地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々
な活動。

21、69、
70

地域コミュニティ 地域住民が生活している場所。日常生活でのふれあいや共同活
動、共通の経験を通じて生み出される互いの連帯感や共同意識
を持つ地域社会。

6、10、
89

チーム学校 校長のリーダーシップの下、カリキュラム、日々の教育活動、
学校の資源が一体的にマネジメントされ、教職員や学校内外の
多様な人材が、それぞれの専門性を生かして能力を発揮し、子
どもたちに必要な資質・能力を確実に身に付けさせることがで
きる学校。

71、72

中学生サミット 市内すべての中学校の代表生徒が一堂に会し、自校の誇り、特
徴ある活動等を紹介し合うことを通して、お互いのよさを認め
合うとともに、本市の学校を更によくするために自分たちがで
きることについて話し合う場。隔年で実施。

16、61

超 ス マ ー ト 社 会
（Society5.0）

狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会
（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く新たな社会。仮
想空間＊と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。

5、56、
57

て デジタルアーカイブ 久喜市立図書館で導入しているサービスの一つ。展示図録や古
文書をはじめとする本市の特徴的な資料や史料を電子化して通
信ネットワーク上で公開している。

86、96

デジタル・シティズ
ンシップ（情報技術
の利用における適切
で責任ある行動規範）

よりよい社会を創る担い手として、デジタル技術を活用して責
任ある市民として社会に参画するための資質や能力。

60

点検・評価 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定によ
り、毎年、教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検・
評価すること。なお、点検・評価にあたっては、久喜市教育振
興基本計画実施計画＊で示した取組みを対象とし、教育に関する
学識経験を有する者の知見を活用し実施している。

100

電子書籍 紙媒体ではなく、電子機器（パソコン、スマートフォン等）の
画面で読む電子媒体の図書や雑誌等のこと。電子図書、電子本、
デジタル図書とも言う。

26、91
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用語 説明 ページ

た 託児サービス 幼児を預けること。図書館利用者向けに無料託児サービスを開
始したが、令和４年５月に新しい生活様式にそってサービス内
容を見直し、育児コンシェルジュ（保育士）による子育て支援サー
ビスに変更した。育児関連資料や子ども向けの本の紹介、選び
方の相談に応じる。

25

ち 地域学校協働活動 幅広い地域住民の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや
成長を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指し
て地域と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々
な活動。

21、69、
70

地域コミュニティ 地域住民が生活している場所。日常生活でのふれあいや共同活
動、共通の経験を通じて生み出される互いの連帯感や共同意識
を持つ地域社会。

6、10、
89

チーム学校 校長のリーダーシップの下、カリキュラム、日々の教育活動、
学校の資源が一体的にマネジメントされ、教職員や学校内外の
多様な人材が、それぞれの専門性を生かして能力を発揮し、子
どもたちに必要な資質・能力を確実に身に付けさせることがで
きる学校。

71、72

中学生サミット 市内すべての中学校の代表生徒が一堂に会し、自校の誇り、特
徴ある活動等を紹介し合うことを通して、お互いのよさを認め
合うとともに、本市の学校を更によくするために自分たちがで
きることについて話し合う場。隔年で実施。

16、61

超 ス マ ー ト 社 会
（Society5.0）

狩猟社会（Society1.0）、農耕社会（Society2.0）、工業社会
（Society3.0）、情報社会（Society4.0）に続く新たな社会。仮
想空間＊と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発
展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会。

5、56、
57

て デジタルアーカイブ 久喜市立図書館で導入しているサービスの一つ。展示図録や古
文書をはじめとする本市の特徴的な資料や史料を電子化して通
信ネットワーク上で公開している。

86、96

デジタル・シティズ
ンシップ（情報技術
の利用における適切
で責任ある行動規範）

よりよい社会を創る担い手として、デジタル技術を活用して責
任ある市民として社会に参画するための資質や能力。

60

点検・評価 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定によ
り、毎年、教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検・
評価すること。なお、点検・評価にあたっては、久喜市教育振
興基本計画実施計画＊で示した取組みを対象とし、教育に関する
学識経験を有する者の知見を活用し実施している。

100

電子書籍 紙媒体ではなく、電子機器（パソコン、スマートフォン等）の
画面で読む電子媒体の図書や雑誌等のこと。電子図書、電子本、
デジタル図書とも言う。

26、91
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て 電子図書館 電子書籍をインターネット上で貸出、閲覧するサービス。 10、25、
86

天王山塚
（てんのうやまづか）

本市の貴重な文化財の一つで、埼玉県の史跡に指定されてい
る。菖蒲町上栢間に所在する 6世紀後半の前方後円墳で、全長
が 107mもあり、県内で 6番目の大きさを誇る。江戸時代には、
中央部に薬師堂が建立されたり、後円部に富士塚が建造された
りもした。

10

と 道徳教育推進教師 学校の道徳教育の推進を主に担当する教師。 15

特別支援教育 障がいのある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な
取組みを支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人ひとり
の教育的ニーズを把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上
の困難を改善または克服するため、適切な指導及び必要な支援
を行う教育。

14、67

特別支援教育指導員 小・中学校に在籍する要支援児童生徒及び市内在住の未就学児
とその保護者に対し、適切な指導及び助言並びに必要な支援を
行う指導員。

16、61、
67

に 認定こども園 教育・保育を一体的に行ういわゆる幼稚園と保育所の両方のよ
さを併せ持っている施設のこと。就学前の子どもに幼児教育・
保育を提供する機能と、地域における子育て支援を行う機能を
備えている。

7、53、
55、59

は 排架（はいか） 新規に受け入れた資料や貸出などで返却された資料を書架に配
置する際、請求記号などの所定の排列順序に基づいて、書架に
並べること。

87

汎用的（はんようて
き）な能力

未知のものにも対応し、よりよく課題を解決することができる
能力。

57、58、
60

 

ひ 非構造部材 校舎や屋内運動場等の柱、梁、床等の主要な構造部ではなく、
天井材や外壁（外装材）、設備機器（照明器具、バスケットゴー
ル等）、備品等で、構造体（柱、梁、床等の建物の主要な構造部）
とは区分された部材等。

20、21、
76、79

ビッグデータ ＩＣＴ＊の進展により、生成・収集・蓄積等が可能かつ容易となっ
た多性多量のデータの概念。近年、IoT 等の発達により大量に生
み出されているデータを収集・分析することができるようになっ
てきた。単独では一見価値を生み出さないようなデータであっ
ても、大量に集めて分析することによって新たな知見を得られ
ることがあり、ビッグデータ活用の取組みが盛んになってきて
いる。

5

非認知能力 意欲、協調性、粘り強さ、自制心、コミュニケーション能力など、
点数では図りにくい、生きていくために必要な幅広い力。

12、14、
52

ふ フリーWi-Fi 公共の場所において誰でも利用できるように無料で提供・開放
されているWi-Fi（無線 LAN）サービス、または無線 LANアク
セスポイント。各図書館や「まなびすポッと」等にも設置。

10、25、
86
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ふ プログラミング教育 子どもたちにコンピュータに意図した処理を行うよう指示でき
るということを体験させながら、将来どのような職業に就くと
しても、時代を超えて普遍的に求められる力としての「プログ
ラミング的思考」等を育む教育。

5、58

文化団体連合会等 市内の各種文化団体相互の連携と文化芸術の普及・向上のため
に設立された団体（久喜市久喜文化団体連合会、久喜市菖蒲町
文化団体連合会、久喜市栗橋文化協会、久喜市鷲宮文化団体連
合会）。

28、92、
93

ほ 放課後子ども教室
（ゆうゆうプラザ）

放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、安全・安心な
子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の住民の協力のもと、
子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交
流活動等を行う事業。市では「ゆうゆうプラザ」の名称で実施
している。

19、27、
69、70、
86、87、
90

本気・本樹の学力向
上プロジェクト

学力を身に付け、将来に向かって伸びていく子を育てるために、
次の①～④に取り組むプロジェクト。
①一人ひとりの実態把握
②学ぶ意欲を引き出す授業
③自ら学ぶ家庭学習
④個の課題に寄り添う補習学習

55、60

本多静六記念館 菖蒲総合支所 5階にある市の展示施設。日本最初の林学博士で、
「日本の公園の父」とも呼ばれている菖蒲町河原井出身の本多静
六を顕彰するため、同氏を紹介する展示を行っている。本多静
六は、日比谷公園や明治神宮の森、大宮公園などの日本各地を
代表する公園の設計に携わった。

29

ま 埋蔵文化財包蔵地 地中に貴重な遺跡や文化財が埋まっている可能性が高い土地の
範囲のことで、法律に基づいて県及び市が設定している。この
場所で工事をする際には、遺跡や文化財が失われることのない
よう事前に調査する必要がある。

10

マスター研修 教職員一人ひとりの関心や特質に応じ、自主的に参加しスキル
アップを図るための研修。

20

街かどコンサート 音楽文化の創造・発信・交流に取り組むとともに、市民が音楽
の豊かさを、楽しさにふれながら、あわせて、市の魅力を発信
する「音楽の街・久喜市」を目指し、開催されるコンサート。

28、93

や 薬物乱用防止教室 青少年による薬物乱用の根絶及び薬物乱用を拒絶する規範意識
の向上のため、学校における薬物乱用防止教育を一層推進する
取組み。

83

ヤングケアラー 本来大人がすると想定されているような家事や家族の世話など
のケアを日常的に行っている 18歳未満の若者のこと。

66

ゆ ユニバーサルデザイン
の授業

特別な教育的支援を要する児童生徒を含め、すべての児童生徒
にとってわかりやすい授業。主な支援として、教室環境の整備、
教員の話し方、板書や教材・教具の工夫等がある。

67
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ふ プログラミング教育 子どもたちにコンピュータに意図した処理を行うよう指示でき
るということを体験させながら、将来どのような職業に就くと
しても、時代を超えて普遍的に求められる力としての「プログ
ラミング的思考」等を育む教育。

5、58

文化団体連合会等 市内の各種文化団体相互の連携と文化芸術の普及・向上のため
に設立された団体（久喜市久喜文化団体連合会、久喜市菖蒲町
文化団体連合会、久喜市栗橋文化協会、久喜市鷲宮文化団体連
合会）。

28、92、
93

ほ 放課後子ども教室
（ゆうゆうプラザ）

放課後や週末等に小学校の余裕教室等を活用し、安全・安心な
子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の住民の協力のもと、
子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交
流活動等を行う事業。市では「ゆうゆうプラザ」の名称で実施
している。

19、27、
69、70、
86、87、
90

本気・本樹の学力向
上プロジェクト

学力を身に付け、将来に向かって伸びていく子を育てるために、
次の①～④に取り組むプロジェクト。
①一人ひとりの実態把握
②学ぶ意欲を引き出す授業
③自ら学ぶ家庭学習
④個の課題に寄り添う補習学習

55、60

本多静六記念館 菖蒲総合支所 5階にある市の展示施設。日本最初の林学博士で、
「日本の公園の父」とも呼ばれている菖蒲町河原井出身の本多静
六を顕彰するため、同氏を紹介する展示を行っている。本多静
六は、日比谷公園や明治神宮の森、大宮公園などの日本各地を
代表する公園の設計に携わった。

29

ま 埋蔵文化財包蔵地 地中に貴重な遺跡や文化財が埋まっている可能性が高い土地の
範囲のことで、法律に基づいて県及び市が設定している。この
場所で工事をする際には、遺跡や文化財が失われることのない
よう事前に調査する必要がある。

10

マスター研修 教職員一人ひとりの関心や特質に応じ、自主的に参加しスキル
アップを図るための研修。

20

街かどコンサート 音楽文化の創造・発信・交流に取り組むとともに、市民が音楽
の豊かさを、楽しさにふれながら、あわせて、市の魅力を発信
する「音楽の街・久喜市」を目指し、開催されるコンサート。

28、93

や 薬物乱用防止教室 青少年による薬物乱用の根絶及び薬物乱用を拒絶する規範意識
の向上のため、学校における薬物乱用防止教育を一層推進する
取組み。

83

ヤングケアラー 本来大人がすると想定されているような家事や家族の世話など
のケアを日常的に行っている 18歳未満の若者のこと。

66

ゆ ユニバーサルデザイン
の授業

特別な教育的支援を要する児童生徒を含め、すべての児童生徒
にとってわかりやすい授業。主な支援として、教室環境の整備、
教員の話し方、板書や教材・教具の工夫等がある。

67

- 117 -

用語 説明 ページ

よ 幼児期の終わりまで
に育ってほしい 10の
姿

幼稚園教育要領（文部科学省）で示された、幼稚園修了時まで
に育みたい 10の項目。
①健康な心と体　②自立心　③協同性
④道徳性・規範意識の芽生え　⑤社会生活との関わり
⑥思考力の芽生え　⑦自然との関わり・生命尊重
⑧数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚
⑨言葉による伝え合い　⑩豊かな感性と表現

14、50

幼稚園・小学校連絡会 幼稚園から小学校への滑らかな接続を図るため、幼稚園と小学
校の教員との連絡会。

12

幼保一体化 本計画においては、「幼稚園と保育園とで様々な連携を図り、互
いのよいところを参考にしながら、よりよい幼児教育や保育の
実現を目指していくこと」という趣旨での表現としている。

13

吉田家水塚
（よしだけみつか）

本市の貴重な文化財の一つで、市の有形文化財（建造物）に指
定されている。日光道中栗橋宿に唯一残されていた商家の水塚
を、平成 23（2011）年度に移築して整備した。水塚は、日常
的に洪水の危険があった時代に各家が防災対策のために築造し
たもので、塚上に蔵等を建造することもあった。吉田家には２
つの蔵が残されていて、現在は１階で水塚や栗橋地域の歴史等
を紹介する展示を行っている。

29、97

り 理科支援員 小学校における理科授業の準備や授業補助等の支援員。 58

れ レファレンス 図書館利用者の調査・研究のために必要な情報や資料などの求
めに応じ、図書館員が資料を検索し、情報や資料の提供・回答
を行う。

25、26、
91

わ 鷲宮催馬楽神楽
（わしのみやさいばら
かぐら）

本市の貴重な文化財の一つで、国の重要無形民俗文化財に指定
されている。関東神楽の源流とされ古式の形態を残していると
いわれている。土師一流催馬楽神楽（はじいちりゅうさいばら
かぐら）とも言う。鷲宮神社で年に６回、八甫の鷲宮神社でも
年に１回の奏演が現在も行われているなど、保存会の努力によっ
て着実に伝えられている。

10
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2　教育についてのアンケート調査報告
（１）アンケート調査の概要

本計画の策定にあたり、児童生徒等の学習状況や生活状況、家庭や地域における教育など、
さまざまな課題整理の基礎となるデータや意見を集約するため、アンケート調査を実施しまし
た。調査概要は次のとおりです。
なお、アンケート調査の集計結果については、久喜市のホームページから見ることができます。

①調査対象
・児童生徒：市立小学校 5学年及び市立中学校 2学年のうち各校 1学級
・保 護 者：上記児童生徒の保護者及び市立幼稚園年長組の保護者
・教 職 員：市立小・中学校教職員及び市立幼稚園教職員

②実施期間
令和３（２０２１）年 9月 1日～ 9月 15日

③実施方法及び回収状況

区分 実施方法 配布数 回収数 回収率
（%）

小・中学校児童生徒 Web 960 886 92.3

小・中学校保護者 紙 962 874 90.9

小・中学校教職員 Web 721 678 94.0

幼稚園保護者 紙 65 56 86.2

幼稚園教職員 紙 17 17 100.0

計 － 2,725 2,511 92.1
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2　教育についてのアンケート調査報告
（１）アンケート調査の概要

本計画の策定にあたり、児童生徒等の学習状況や生活状況、家庭や地域における教育など、
さまざまな課題整理の基礎となるデータや意見を集約するため、アンケート調査を実施しまし
た。調査概要は次のとおりです。
なお、アンケート調査の集計結果については、久喜市のホームページから見ることができます。

①調査対象
・児童生徒：市立小学校 5学年及び市立中学校 2学年のうち各校 1学級
・保 護 者：上記児童生徒の保護者及び市立幼稚園年長組の保護者
・教 職 員：市立小・中学校教職員及び市立幼稚園教職員

②実施期間
令和３（２０２１）年 9月 1日～ 9月 15日

③実施方法及び回収状況

区分 実施方法 配布数 回収数 回収率
（%）

小・中学校児童生徒 Web 960 886 92.3

小・中学校保護者 紙 962 874 90.9

小・中学校教職員 Web 721 678 94.0

幼稚園保護者 紙 65 56 86.2

幼稚園教職員 紙 17 17 100.0

計 － 2,725 2,511 92.1
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学校が楽しい（「とても楽しい」、「まあまあ楽しい」）と回答した小学５年生は 93.3%、中学２年生は
91.1%であり、その保護者が、自分の子どもは学校が楽しいと感じていると思うと答えた割合（小５保護
者 91.3%、中２保護者 86.5%）と大きな差はなく意識の相違はないように思われます。

また、小学校教職員の 85.8%、中学校教職員の 66.7%が、児童生徒の概ね 80%以上が学
校は楽しいと感じていると思うと回答しており、教職員においても児童生徒の状況を把握して
いると思われます。
「あまり楽しくない」、「楽しくない」と答えた児童生徒の割合を減らす必要があります。

小中学校（児童生徒・保護者・教職員）

（２）アンケート調査結果（一部抜粋）

学校生活について

児童生徒 あなたは、学校が楽しいですか。

27.5 

63.8 

6.0 

1.5 

0.2 

1.1 

22.5 

64.0 

7.7 

3.4 

1.5 

0.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

大変楽しく感じていると思う

だいたい楽しく感じていると思う

あまり楽しく感じていないと思う

楽しく感じていないと思う

わからない

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

保護者 お子さんは、学校が楽しいと感じていると思いますか。

51.6 

41.7 

4.8 

2.0 

0.0 

40.7 

50.4 

6.5 

2.4 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

とても楽しい

まあまあ楽しい

あまり楽しくない

楽しくない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

教職員
あなたの学校の児童生徒のうち、
学校が楽しいと感じている子はどのくらいいると思いますか。

85.8 

13.8 

0.5 

0.0 

66.7 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

概ね８０％以上

概ね５０％以上

概ね５０％未満

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校
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学習内容の理解度について聞いたところ、７割以上理解していると回答した小学５年生は 74.4%、中
学２年生は 59.9%であり、保護者や教職員の児童生徒は学習の内容を７割以上理解していると思うと答
えた割合（小５保護者 75.2％、中２保護者 50.7％、小学校教職員 76.7％、中学校教職員
50.2％）と大きな差はなく、意識の相違はないように思われます。
中学生は小学生に比べ、学習の内容を理解している割合が低い傾向にあります。

学校の授業の理解度について

児童生徒 あなたは学校の授業がどのくらいわかりますか。

保護者 お子さんは、学習の内容をどの程度理解していると思いますか。

教職員 あなたの学校の児童生徒は、学習の内容をどの程度理解していると思いますか。

45.0 

29.4 

19.7 

4.6 

1.3 

0.0 

23.0 

36.9 

32.2 

7.4 

0.6 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

ほとんどわかる

７～８割くらいわかる

半分くらいわかる

３～４割くらいわかる

ほとんどわからない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

27.1 

48.1 

17.5 

4.6 

1.1 

0.4 

1.3 

13.2 

37.5 

29.5 

14.2 

3.1 

1.2 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

ほとんど理解していると思う

７～８割程度理解していると思う

半分程度理解していると思う

３～４割程度理解していると思う

ほとんど理解していないと思う

わからない

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

4.0 

72.7 

20.3 

0.5 

0.0 

2.6 

0.0 

1.2 

49.0 

45.8 

2.0 

0.4 

1.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

ほとんど理解している児童生徒が多い

７～８割程度理解している児童生徒が多い

半分程度理解している児童生徒が多い

３～４割程度理解している児童生徒が多い

ほとんど理解していない児童生徒が多い

わからない

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校

- 121 -



学習内容の理解度について聞いたところ、７割以上理解していると回答した小学５年生は 74.4%、中
学２年生は 59.9%であり、保護者や教職員の児童生徒は学習の内容を７割以上理解していると思うと答
えた割合（小５保護者 75.2％、中２保護者 50.7％、小学校教職員 76.7％、中学校教職員
50.2％）と大きな差はなく、意識の相違はないように思われます。
中学生は小学生に比べ、学習の内容を理解している割合が低い傾向にあります。

学校の授業の理解度について

児童生徒 あなたは学校の授業がどのくらいわかりますか。

保護者 お子さんは、学習の内容をどの程度理解していると思いますか。

教職員 あなたの学校の児童生徒は、学習の内容をどの程度理解していると思いますか。

45.0 

29.4 

19.7 

4.6 

1.3 

0.0 

23.0 

36.9 

32.2 

7.4 

0.6 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

ほとんどわかる

７～８割くらいわかる

半分くらいわかる

３～４割くらいわかる

ほとんどわからない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

27.1 

48.1 

17.5 

4.6 

1.1 

0.4 

1.3 

13.2 

37.5 

29.5 

14.2 

3.1 

1.2 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0（％）

ほとんど理解していると思う

７～８割程度理解していると思う

半分程度理解していると思う

３～４割程度理解していると思う

ほとんど理解していないと思う

わからない

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

4.0 

72.7 

20.3 

0.5 

0.0 

2.6 

0.0 

1.2 

49.0 

45.8 

2.0 

0.4 

1.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

ほとんど理解している児童生徒が多い

７～８割程度理解している児童生徒が多い

半分程度理解している児童生徒が多い

３～４割程度理解している児童生徒が多い

ほとんど理解していない児童生徒が多い

わからない

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校
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将来やりたい仕事について質問したところ、小学 5年生は「やりたい仕事が、何となく決まっている」
の割合が 39.1%と最も高く、次いで「やりたい仕事が、はっきり決まっている」の割合が 36.2%となっ
ています。
中学 2年生では「やりたい仕事を考えているが、まだ決まっていない」の割合が 39.2%と最も高く、

次いで「やりたい仕事が、何となく決まっている」の割合が 34.2%となっています。

将来やりたい仕事について聞いたところ、小学 5年生では「ユーチューバー」と答えた人数が 33人（全
体に占める割合 7.7%）と最も高く、次いで「ゲームクリエイター」「サッカー選手」が 24人（5.6%）、「学
校の先生」「看護師」「保育士」が 18人（4.2％）となっています。

中学 2年生では「会社員」と答えた人数が 14人（全体に占める割合 7.6%）と最も高く、
次いで「学校の先生」が 11人（6.0%）、「看護師」「保育士」が 10人（5.4%）となっています。

将来のことについて

児童生徒

児童生徒

あなたは将来やりたい仕事がありますか。

あなたが将来やりたい仕事は何ですか。（小中それぞれ多い順５位まで）
※「やりたい仕事が、決まっている」、「やりたい仕事が、何となく決まっている」と答え
た児童生徒に質問

36.2 

39.1 

20.1 

4.6 

0.0 

19.8 

34.2 

39.2 

6.8 

0.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0（％）

やりたい仕事が、はっきり決まっている

やりたい仕事が、何となく決まっている

やりたい仕事を考えているが、まだ決まっていない

やりたい仕事について、考えたことがない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

小学５年生（n=427）　

順位 職業 人数
1 ユーチューバー 33人

2
ゲームクリエイター 24人
サッカー選手 24人

3
学校の先生 18人
看護師 18人
保育士 18人

4 野球選手 16人
5 プログラマー 15人

中学２年生（n=184）

順位 職業 人数
1 会社員 14人
2 学校の先生 11人

3
看護師 10人
保育士 10人

4
プログラマー 8人
薬剤師 8人

5 ゲームクリエイター 6人
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久喜市版未来の教室＊について

児童生徒 １人１台のコンピュータを使用した学習は楽しいですか。

 【久喜市版未来の教室とは…】
国のGIGAスクール構想＊を受けて、久喜市で実現しようとする学校の姿のことです。

71.1 

25.0 

2.0 

1.8 

0.0 

48.7 

43.1 

5.9 

2.4 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

楽しい

どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない

楽しくない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

保護者
お子さんは、１人１台のコンピュータを使用した学習を
楽しいと感じていますか。

62.3 

29.9 

2.6 

0.7 

2.2 

2.4 

44.0 

42.2 

6.2 

1.2 

5.2 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0（％）

楽しいと感じている

楽しくないと感じている

わからない

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

どちらかといえば楽しいと感

じている 

どちらかといえば楽しくない

と感じている 

教職員
クラスの子どもたちは、１人１台のコンピュータを使用した学習を
楽しいと感じていますか。

62.0 

34.7 

0.2 

0.0 

3.0 

0.0 

33.3 

57.4 

3.2 

0.4 

5.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

楽しいと感じている

楽しくないと感じている

わからない

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校

どちらかといえば楽しいと感じている

どちらかといえば楽しくないと感じて

いる 

- 123 -



久喜市版未来の教室＊について

児童生徒 １人１台のコンピュータを使用した学習は楽しいですか。

 【久喜市版未来の教室とは…】
国のGIGAスクール構想＊を受けて、久喜市で実現しようとする学校の姿のことです。

71.1 

25.0 

2.0 

1.8 

0.0 

48.7 

43.1 

5.9 

2.4 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

楽しい

どちらかといえば楽しい

どちらかといえば楽しくない

楽しくない

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

保護者
お子さんは、１人１台のコンピュータを使用した学習を
楽しいと感じていますか。

62.3 

29.9 

2.6 

0.7 

2.2 

2.4 

44.0 

42.2 

6.2 

1.2 

5.2 

1.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0（％）

楽しいと感じている

楽しくないと感じている

わからない

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

どちらかといえば楽しいと感

じている 

どちらかといえば楽しくない

と感じている 

教職員
クラスの子どもたちは、１人１台のコンピュータを使用した学習を
楽しいと感じていますか。

62.0 

34.7 

0.2 

0.0 

3.0 

0.0 

33.3 

57.4 

3.2 

0.4 

5.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

楽しいと感じている

楽しくないと感じている

わからない

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校

どちらかといえば楽しいと感じている

どちらかといえば楽しくないと感じて

いる 
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61.2 

24.7 

15.0 

14.1 

23.2 

20.1 

37.3 

4.2 

0.0 

59.9 

24.2 

17.1 

22.7 

28.6 

36.3 

36.0 

4.1 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

その他

無回答

【小学５年生：n=547、中学２年生：n=339】 小学５年生 中学２年生

テストなどの結果がすぐに返ってくるようにする

こと

学校が臨時休業になったときにも、家庭から学習

に参加できるオンライン教育 

学校外の施設等とリアルタイムでつながる授業

（オンライン社会科見学など） 

国内外の他の学校の子どもたちとオンラインでい

っしょに学習する授業 

自分に合った授業への参加方法（登校して教室で

授業に参加、家庭からオンラインで教室の授業に

参加など）を選択できるようにすること 

学習記録をコンピュータが分析して、自分に合っ

た学習を提供してくれること 

友達と協力して、アイデアを出し合い、問題を解

決していく学習 

児童生徒

保護者

１人１台のコンピュータを利用して、どのような学習をしてほしいですか。
（あてはまるものすべて選択）

１人１台のコンピュータを利用して、どのような学習をしてほしいですか。
（あてはまるものすべて選択）

84.2 

38.8 

36.4 

45.4 

16.0 

55.9 

33.7 

2.0 

2.2 

86.2 

35.7 

33.5 

39.7 

18.8 

53.2 

27.1 

1.8 

2.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

その他

無回答

【小５保護者：n=549、中２保護者：n=325】 小学５年生 中学２年生

テストなどの結果の即時返却

非常事態時など、学校に行くことが難しい場合に

も、学びを継続できるオンライン教育の充実 

学校外の施設等とリアルタイムでつながる遠隔授

業（オンライン社会科見学など）の充実 

国内外の他の学校と連携して学習する遠隔共同授

業の充実 

学びの形態の多様化（登校して教室で授業に参加、

家庭からオンラインで教室の授業に参加など）の

推進 

学習記録に基づき、一人ひとりの特性や学習状況

に応じた個別最適な学びの充実 

創造性や主体性、問題解決能力等を育む協働的な

学びの充実 
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教職員 １人１台のコンピュータを利用して、どのようなことに力を入れていますか。
（あてはまるものすべて選択）

81.1 

23.8 

7.7 

63.6 

9.8 

30.8 

27.7 

1.4 

0.0 

73.9 

17.3 

2.0 

52.6 

11.2 

18.5 

28.9 

0.4 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

その他

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校

テストなどの結果の即時返却

非常事態時など、学校に行くことが難しい場合に

も、学びを継続できるオンライン教育の充実 

学校外の施設等とリアルタイムでつながる遠隔授

業（オンライン社会科見学など）の充実 

国内外の他の学校と連携して学習する遠隔共同授

業の充実 

学びの形態の多様化（登校して教室で授業に参加、

家庭からオンラインで教室の授業に参加など）の

推進 

学習記録に基づき、一人ひとりの特性や学習状況

に応じた個別最適な学びの充実 

創造性や主体性、問題解決能力等を育む協働的な

学びの充実 

児童生徒、保護者（小５）、教職員いずれもコンピュータを使用した学習が「楽しい（と感じている）」「ど
ちらかといえば楽しい（と感じている）」と答えた割合が 90％以上と非常に高くなっています。
また、１人１台のコンピュータを利用して、どのような学習をしてほしいか（児童生徒）、力を入れてほ

しいか（保護者）、力を入れているか（教職員）という質問に対し、児童生徒、保護者、教職員いずれも割
合が一番高いのは「学校が臨時休業になったときにも、家庭から学習に参加できるオンライン教育（の充実）」
となっています。
なお、中学２年生及び小・中学校の保護者に共通しているのが、「学習記録に基づき、一人ひとりの特性

や学習状況に応じた個別最適な学び＊の充実」と答えた割合が２番目に高いことです。ICTを活用し、一人
ひとりの理解度や能力に応じた個別最適な学びの提供が求められています。
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教職員 １人１台のコンピュータを利用して、どのようなことに力を入れていますか。
（あてはまるものすべて選択）

81.1 

23.8 

7.7 

63.6 

9.8 

30.8 

27.7 

1.4 

0.0 

73.9 

17.3 

2.0 

52.6 

11.2 

18.5 

28.9 

0.4 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

その他

無回答

【小学校教職員：n=429、中学校教職員：n=249】 小学校 中学校

テストなどの結果の即時返却

非常事態時など、学校に行くことが難しい場合に

も、学びを継続できるオンライン教育の充実 

学校外の施設等とリアルタイムでつながる遠隔授

業（オンライン社会科見学など）の充実 

国内外の他の学校と連携して学習する遠隔共同授

業の充実 

学びの形態の多様化（登校して教室で授業に参加、

家庭からオンラインで教室の授業に参加など）の

推進 

学習記録に基づき、一人ひとりの特性や学習状況

に応じた個別最適な学びの充実 

創造性や主体性、問題解決能力等を育む協働的な

学びの充実 

児童生徒、保護者（小５）、教職員いずれもコンピュータを使用した学習が「楽しい（と感じている）」「ど
ちらかといえば楽しい（と感じている）」と答えた割合が 90％以上と非常に高くなっています。
また、１人１台のコンピュータを利用して、どのような学習をしてほしいか（児童生徒）、力を入れてほ
しいか（保護者）、力を入れているか（教職員）という質問に対し、児童生徒、保護者、教職員いずれも割
合が一番高いのは「学校が臨時休業になったときにも、家庭から学習に参加できるオンライン教育（の充実）」
となっています。
なお、中学２年生及び小・中学校の保護者に共通しているのが、「学習記録に基づき、一人ひとりの特性
や学習状況に応じた個別最適な学び＊の充実」と答えた割合が２番目に高いことです。ICTを活用し、一人
ひとりの理解度や能力に応じた個別最適な学びの提供が求められています。
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58.9 

35.7 

1.8 

1.8 

0.0 

1.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

大変楽しく感じていると思う

大体楽しく感じていると思う

あまり楽しく感じていないと思う

楽しく感じていないと思う

わからない

無回答

【幼稚園保護者：n=56】

 市立幼稚園（保護者・教職員）

幼稚園生活について

保護者 お子さんは、幼稚園が楽しいと感じていると思いますか。

教職員
あなたの幼稚園の園児のうち、幼稚園が楽しいと感じている子は
どのくらいいると思いますか。

94.1 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0（％）

概ね８０％以上

概ね５０％以上

概ね５０％未満

無回答

【幼稚園教職員：n=17】

保護者の回答では、「大変楽しく感じていると思う」と「大体楽しく感じていると思う」を合わせた回答
が 94.6％でした。また、教職員の回答では、幼稚園が楽しいと感じている子はどのくらいいるかとの問に
対し、94.1％の教職員が概ね 80％以上と回答しました。この結果から、幼稚園が楽しいと感じている園
児が多数であると考えられる一方で、保護者の回答で「あまり楽しく感じていないと思う」「楽しく感じて
いないと思う」の割合が 3.6％であったことから、楽しく感じられるように努める必要があります。
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73.2 

16.1 

35.7 

28.6 

21.4 

8.9 

5.4 

16.1 

3.6 

37.5 

5.4 

32.1 

1.8 

0.0 

0.0 

1.8 

52.9 

5.9 

64.7 

41.2 

5.9 

5.9 

0.0 

29.4 

0.0 

29.4 

29.4 

35.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

思いやりがある子

適切な判断ができる子

心身がたくましい子

他人を認められる子

差別をしない子

協調性がある子

我慢強さがある子

自立心がある子

確かな学力がある子

柔軟な考え方ができる子

創造性がある子

その他

特にない

わからない

無回答

【幼稚園保護者：n=56、幼稚園教職員：n=17】 保護者 教職員

周りの人とコミュニケーションが
上手にとれる子 

保護者 教職員 久喜市の子どもたちにどのような子どもになってほしいですか。
（3つ以内選択）

保護者は、「思いやりがある子」と答えた割合（73.2%）が最も高く、次いで「柔軟な考え方ができる子」、
「心身がたくましい子」となっています。
教職員は、「心身がたくましい子」と答えた割合（64.7%）が最も高く、次いで「思いやりがある子」、「他

人を認められる子」となっています。

園児の将来像について
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73.2 

16.1 

35.7 

28.6 

21.4 

8.9 

5.4 

16.1 

3.6 

37.5 

5.4 

32.1 

1.8 

0.0 

0.0 

1.8 

52.9 

5.9 

64.7 

41.2 

5.9 

5.9 

0.0 

29.4 

0.0 

29.4 

29.4 

35.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

思いやりがある子

適切な判断ができる子

心身がたくましい子

他人を認められる子

差別をしない子

協調性がある子

我慢強さがある子

自立心がある子

確かな学力がある子

柔軟な考え方ができる子

創造性がある子

その他

特にない

わからない

無回答

【幼稚園保護者：n=56、幼稚園教職員：n=17】 保護者 教職員

周りの人とコミュニケーションが
上手にとれる子 

保護者 教職員 久喜市の子どもたちにどのような子どもになってほしいですか。
（3つ以内選択）

保護者は、「思いやりがある子」と答えた割合（73.2%）が最も高く、次いで「柔軟な考え方ができる子」、
「心身がたくましい子」となっています。
教職員は、「心身がたくましい子」と答えた割合（64.7%）が最も高く、次いで「思いやりがある子」、「他
人を認められる子」となっています。

園児の将来像について
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保護者は、「やさしさや思いやりなど、豊かな心の育成」と答えた割合（51.8%）が最も高く、次いで「子
ども同士が互いの思いや考えを分かち合いながら、共通の目的実現に向けて考えたり、協力できる協同性
の育成」、「してよいこと悪いことをきちんと判断し、行動する力の育成」となっています。
教職員は、「基本的な生活習慣など、健やかな心と体の育成」「子どもの探求心や好奇心を引き出す環境

づくり」と答えた割合（58.8%）が最も高く、次いで「子ども同士が互いの思いや考えを分かち合いながら、
共通の目的実現に向けて考えたり、協力できる協同性の育成」となっています。

教育活動について

33.9 

51.8 

8.9 

33.9 

19.6 

14.3 

5.4 

5.4 

39.3 

1.8 

7.1 

42.9 

21.4 

0.0 

0.0 

1.8 

58.8 

29.4 

17.6 

23.5 

17.6 

11.8 

0.0 

23.5 

11.8 

5.9 

0.0 

35.3 

58.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0（％）

基本的な生活習慣など、健やかな心と体の育成

やさしさや思いやりなど、豊かな心の育成

生活に必要な活動を自分で行う力の育成

自分でしなければならないことを自覚し、諦めず

にやり遂げる力の育成

コミュニケーション能力の育成

自然や動植物など周囲の環境に好奇心や探究心を

もってかかわろうとする力の育成

身近な物を大切にしようとする態度の育成

豊かな感性や表現する力の醸成

して良いこと悪いことをきちんと判断し、行動す

る力の育成

家族や地域の人々とよりよく関わることができる

力の育成

数字や図形、文字と触れ合わせ、関心を引き出す

環境づくり

子ども同士が互いの思いや考えを分かち合いなが

ら、共通の目的実現に向けて考えたり、協力で�

子どもの探求心や好奇心を引き出す環境づくり

その他

特にない

無回答

【幼稚園保護者：n=56、幼稚園教職員：n=17】 保護者 教職員

自然や動植物など周囲の環境に好奇心や探究心を

もってかかわろうとする力の育成 

してよいこと悪いことをきちんと判断し、行動す

る力の育成 

家族や地域の人々とよりよく関わることができる

力の育成 

数字や図形、文字と触れ合わせ、関心を引き出す

環境づくり 

子ども同士が互いの思いや考えを分かち合いなが

ら、共通の目的実現に向けて考えたり、協力でき

る協同性の育成 

自分でしなければならないことを自覚し、諦めず

にやり遂げる力の育成 

保護者

教職員

幼稚園で特に力を入れてほしいことは何ですか。（3つ以内選択）

幼稚園で特に力を入れる必要がある教育活動は何ですか。（3つ以内選択）
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3　久喜市教育振興基本計画策定委員会条例

（設置）
第１条　教育基本法（平成 18年法律第 120号）第 17条第２項の規定に基づき、教育の振興
のための施策に関する基本的な計画を策定するに当たり、必要な事項を調査審議するため、
久喜市教育振興基本計画策定委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（所掌事項）
第２条　委員会は、久喜市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、久喜市教
育振興基本計画（以下「基本計画」という。）の策定に関し必要な事項を調査及び審議する。

（組織）
第３条　委員会は、委員 15人以内で組織する。
（委員の委嘱）
第４条　委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。
(1)　公募による市民
(2)　市立幼稚園長及び小・中学校長
(3)　社会教育団体の代表
(4)　小・中学校PTAの代表
(5)　学識経験を有する者

（委員の任期）
第５条　委員の任期は、委嘱の日から基本計画の策定が終了するまでの間とする。
２　委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長及び副委員長）
第６条　委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選によってこれを定める。
２　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、そ
の職務を代理する。

（会議）
第７条　委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員委嘱後の最初の委
員会の会議は、教育委員会が招集する。

２　委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。
３　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（意見聴取等）
第８条　委員会は、必要があると認めるときは、委員会の会議に委員以外の者を出席させて、
その説明又は意見を聴くことができる。

（部会）
第９条　委員会は、部会を置くことができる。

平成24年３月 23日
条例第７号

- 129 -



3　久喜市教育振興基本計画策定委員会条例

（設置）
第１条　教育基本法（平成 18年法律第 120号）第 17条第２項の規定に基づき、教育の振興
のための施策に関する基本的な計画を策定するに当たり、必要な事項を調査審議するため、
久喜市教育振興基本計画策定委員会（以下「委員会」という。）を置く。

（所掌事項）
第２条　委員会は、久喜市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じ、久喜市教
育振興基本計画（以下「基本計画」という。）の策定に関し必要な事項を調査及び審議する。

（組織）
第３条　委員会は、委員 15人以内で組織する。
（委員の委嘱）
第４条　委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。
(1)　公募による市民
(2)　市立幼稚園長及び小・中学校長
(3)　社会教育団体の代表
(4)　小・中学校PTAの代表
(5)　学識経験を有する者

（委員の任期）
第５条　委員の任期は、委嘱の日から基本計画の策定が終了するまでの間とする。
２　委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（委員長及び副委員長）
第６条　委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選によってこれを定める。
２　委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。
３　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、そ
の職務を代理する。

（会議）
第７条　委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員委嘱後の最初の委
員会の会議は、教育委員会が招集する。

２　委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。
３　委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
（意見聴取等）
第８条　委員会は、必要があると認めるときは、委員会の会議に委員以外の者を出席させて、
その説明又は意見を聴くことができる。

（部会）
第９条　委員会は、部会を置くことができる。

平成24年３月 23日
条例第７号
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（庶務）
第 10条　委員会の庶務は、教育委員会教育総務課において処理する。
（その他）
第 11条　この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、教育委員会が別
に定める。

　　附　則
この条例は、公布の日から施行する。
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4　久喜市教育振興基本計画策定委員会委員名簿

任期：令和３（2021）年 10月 27日から基本計画の策定が終了するまで

◎委員長　○副委員長　 （敬称略・選出区分ごとに 50音順）

氏名 選出区分

内田　京子

第１号委員 公募による市民

大久保　礼子

加藤　美津江

田島　洋輔

松本　秀樹

内山　真二

第２号委員 市立幼稚園長及び
小・中学校長

〇 白石　二三恵

関口　美重子
（～R4.3.31）

槇島　良治
（R4.4.27 ～）

久保　たち子

第３号委員 社会教育団体の代表小山　康弘

佐伯　慶子

福田　泰隆
第４号委員 小・中学校のＰＴＡの

代表矢野　　学

大井　章人
第５号委員 学識経験を有する者

◎ 山本　千恵子
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4　久喜市教育振興基本計画策定委員会委員名簿

任期：令和３（2021）年 10月 27日から基本計画の策定が終了するまで

◎委員長　○副委員長　 （敬称略・選出区分ごとに 50音順）

氏名 選出区分

内田　京子

第１号委員 公募による市民

大久保　礼子

加藤　美津江

田島　洋輔

松本　秀樹

内山　真二

第２号委員 市立幼稚園長及び
小・中学校長

〇 白石　二三恵

関口　美重子
（～R4.3.31）

槇島　良治
（R4.4.27 ～）

久保　たち子

第３号委員 社会教育団体の代表小山　康弘

佐伯　慶子

福田　泰隆
第４号委員 小・中学校のＰＴＡの

代表矢野　　学

大井　章人
第５号委員 学識経験を有する者

◎ 山本　千恵子
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期日 会議等名 主な内容
令和３年（2021年）

10月 27日 第１回　策定委員会 ・諮問
・計画策定の趣旨説明等

12月 27日 第２回　策定委員会
第 3期久喜市教育振興基本計画
・骨子（案）について
・総論（案）について

令和４年（2022年）
３月 23日 第３回　策定委員会

第３期久喜市教育振興基本計画
・骨子（案）について
・総論（案）について
・施策の展開（案）について

４月 21日 教育委員会
令和４年４月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
の策定状況について

４月 27日 第４回　策定委員会

第３期久喜市教育振興基本計画
・総論（案）について
・施策の展開（案）について
・計画の推進について
・資料編について

５月 23日 教育委員会
令和４年５月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
の策定状況について

５月 25日 第５回　策定委員会 第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

６月 28日 教育委員会
令和４年６月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
の策定状況について

６月 29日 第６回　策定委員会 第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

７月８日～８月７日 市民意見提出制度
（パブリック・コメント）

８月 23日 教育委員会
令和４年８月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
の策定状況について

5　計画策定経過
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期日 会議等名 主な内容

令和４年（2022年）
８月 24日 第７回　策定委員会

・市民意見提出制度（パブリック・
コメント）について

・第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

・答申（案）について

10月 11日 第８回　策定委員会
・第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

・答申

10月 24日 教育委員会
令和４年 10月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について
【原案可決】

12月 23日 市議会
令和４年 11月定例会議

第３期久喜市教育振興基本計画につ
いて
【原案可決】
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期日 会議等名 主な内容

令和４年（2022年）
８月 24日 第７回　策定委員会

・市民意見提出制度（パブリック・
コメント）について

・第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

・答申（案）について

10月 11日 第８回　策定委員会
・第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について

・答申

10月 24日 教育委員会
令和４年 10月定例会

第３期久喜市教育振興基本計画（案）
について
【原案可決】

12月 23日 市議会
令和４年 11月定例会議

第３期久喜市教育振興基本計画につ
いて
【原案可決】
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